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＜連絡事項＞
・特になし。

＜入室状況＞
【転出】
・田村　満州男様～東病棟Cユニット→南病棟Aユニット111号室へ転出

【外泊】
・楢館　悠登様～4/5　10：30～4/6　17：00まで外泊中。帰院時、主治医面談必要か家族へ確認をお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・滝田　英人様～常食・常菜から荒刻み・硬粥に変更となる。以前に常食以外は摂取拒否があったとのこと。食事摂取量注意していく。

・刈谷　江利子様～主食多いとの訴えあり、軽食に変更となる。

・磯島　茜様～柞木田Dr指示にて午前・午後3時間身体拘束解除し開放観察実施となる。明日から9時～16時の開放観察の指示受ける。また参加マグネシウムと126ツムラ麻子仁丸エキス顆粒は適宜調整可の指示受ける。

・長岡　明美様～本日昼より経管栄養実施、内服薬投与指示受ける。経管開始前血糖測定し303mg/dl、また入院前にライゾデグ配合注（朝20E夕10E）施行していた事も併せて報告し、
田名部Drより明日から入院前と同量で実施指示受ける。また本日より血糖測定3検、食後に測定の指示あり。

・上野　揚子様～深澤Drより心電図の結果は問題ないとのこと。週明けまで経過観察し、よければ転出検討指示受ける。

[bookmark: _GoBack]・小柴　のり子様～転入院受け入れ可とのこと。しかし、同院の整形外科病棟が満床であるため、受け入れ可能時期については調整でき次第連絡いただくこととなる。事前に看護サマリーのFAXが欲しいとのこと。受け持ちNs作成をお願いいたします。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後は他室侵入や脱衣、奇声見られ自制出来ず。時間早め開放観察終了する。自室内では静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。8：30疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、12:30不安時レキソタン（5）1T服用。対面時は操作的言動や不穏さ無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。午前・午後3時間身体拘束解除し開放観察実施。女性スタッフ二名付き添いにてシャワー浴実施。帰室や再拘束拒否無く対応・口調穏やか。各食2/3～全量摂取されている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr.診察＞
・藤井　理代様～同内容7日分処方。

・工藤　悦子様～同内容7日分処方。

・島倉　頌子様～同内容7日分処方。

・原　斌様～同内容7日分処方。

・成田　かつゑ様～同内容7日分処方。

・刈谷　江利子様～臨時処方同内容7日分処方。持参薬はスピロノラクトン中止し、以外は同内容で同内容で7日分処方となる。
